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   平成29年１月 （２）  

社会福祉協議会重点目標　安心して暮らせる地域づくり

と
　
り

　
町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
平
成
29
年
の
初
春
を
健

や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
、
謹

ん
で
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
旧
年
中
は
、
当
協
議
会
の
事

業
推
進
に
あ
た
り
、
深
い
ご
理

解
と
ご
支
援
を
賜
り
、
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ご
承
知
の
よ
う
に
近
年
に
お

け
る
福
祉
を
取
り
巻
く
環
境
は

め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
、
少
子

高
齢
化
の
急
速
な
進
展
や
核
家

族
化
等
に
伴
う
様
々
な
ニ
ー
ズ

が
増
加
傾
向
に
あ
り
、
介
護
保

険
で
は
対
応
で
き
な
い
生
活
支

援
ニ
ー
ズ
を
背
景
と
す
る
深
刻

な
生
活
課
題
が
顕
在
化
し
て
い

ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
対
応
に
あ
た
っ
て

は
、
公
的
な
制
度
に
基
づ
く
サ

ー
ビ
ス
・
支
援
だ
け
で
な
く
、

普
段
か
ら
地
域
の
人
た
ち
と
顔

見
知
り
の
関
係
に
な
り
、
住
民

同
士
が
住
み
慣
れ
た
場
所
で
自

分
ら
し
く
暮
し
続
け
る
こ
と
が

で
き
る
た
め
に
、
日
頃
か
ら
互

い
に
支
え
合
う
地
域
づ
く
り
が

大
切
で
す
。

　
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ

と
が
で
き
る
「
福
祉
の
ま
ち
づ

く
り
」
を
使
命
と
す
る
社
協
に

は
、
地
域
社
会
の
多
様
な
課
題

を
受
け
止
め
、
そ
の
解
決
に
向

け
た
具
体
的
な
仕
組
み
づ
く
り

が
強
く
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

当
協
議
会
と
し
て
も
、
住
民
と

専
門
職
が
協
働
し
て
支
援
体
制

を
構
築
す
る
と
共
に
生
活
困
窮

者
等
へ
の
支
援
の
仕
組
み
づ
く

り
に
向
け
、
町
民
の
皆
様
を
は

じ
め
行
政
並
び
に
関
係
団
体
と

連
携
し
て
、
更
な
る
努
力
を
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
本
年
も
明
る
い
地
域
社
会
実

現
の
た
め
、
一
層
の
ご
支
援
・

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

皆
様
方
の
ご
健
勝
・
ご
多
幸
を

心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
て
新

年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

 

酉
年
が
持
つ
意
味

 

酉
年
生
ま
れ
の
性
格

 

酉
の
故
事
こ
と
わ
ざ



平成29年１月    （３）

社会福祉協議会重点目標　人がつながる地域づくり

　昨年12月１日（木）コミュニティセンター城里において、町内の自治功労者、社会福祉関係者の参加の
もと城里町表彰式典並びに城里町社会福祉大会が開催されました。上遠野修町長より式辞、並びにこれ
まで多年にわたり社会福祉の発展に功労のあった方々に表彰状の授与が行われ、来賓祝辞、閉式の辞で
式典は終了しました。
　今回受賞された方の氏名、団体は次の通りです。おめでとうございます。なお順不同にて敬称は略さ
せていただきます。

 ◆自治表彰　　　　　　　　根本正典、（故）薗部文明 、（故）綿引幸一 、卜部　也

 ◆一般表彰（表彰状）　　　　（故）荒川幸雄、真崎　守、石川丈幸、綿引征一、永山賢一

 　　　　　　　　　　　　　阿久津克彦、小幡利克、佐竹信義、長谷川毅、　木久夫

 　　　　　　　　　　　　　仲田一司、大塚啓司、森島忠明、折笠文雄

 ◆一般表彰（感謝状）　　　　　田孝生、園部春香、和田雅治、加藤忠道、廣木陽庸（４×４山嵐/オフロードチ

　　　　　　　　　　　　　 ームアウトレイジ）

 ◆民生委員　表彰　　　　　秋山礼子、園部良夫、 大越フミ、飯村文子、山形秀子、　田雅子、勝村好子、

 　　　　　　　　　　　　　寺門茂雄

 ◆社会福祉協議会役員　表彰

 　　　　　　　　　　　　　阿久津春雄、大越正子、倉橋要義、木原俊英、　谷豊彦、阿久津理子 

 ◆ボランティア表彰　　　　田口孝子、藤本輝夫、飯村武市、白澤國男、山川藤彦、星野洋子、石崎文江

 　　　　　　　　　　　　　秋山幸子、秋山とも子、石井朋子、川原昭子、鈴木榮子、小林千鶴子

 　　　　　　　　　　　　　阿久津悦子、細谷朱實、加藤正子、関十九子、大井とし子、杉山美智子

 　　　　　　　　　　　　　和田雅治、加藤木直枝

 ◆ボランティア及び福祉団体役員　感謝状

 　大　　健、廣木幸江、仲田昭子、阿久津眞之、飯田　博、井上正一、杉山希良、杉山きみ江

 ◆社会福祉協議会役員　感謝状

 　瀬谷博子、鈴木香代子、小嶋　剛、（故）一杉常子

 ◆善意銀行

 　小貫修一、山崎秀雄、皆川　泉、（故）飛田安子、横倉芳郎、森田愛子、飯村文子、城里町文化協会、常陽

 　ボランティア倶楽部、井上ケイハウオリフラスタジオ石川洋子教室、ＪＡ水戸女性部常北支部、錫高野か

 　かし祭り実行委員会、増井一区夏祭り実行委員会、与三郎庵、常北女性会、大山寺檀信徒ゴルフ会、コカ・

 　コーライーストジャパン（株）常陸大宮支店、水戸ヤクルト販売株式会社、ブリアンスダンスクラブ、小勝

 　カラオケ同好会、水戸農業協同組合ＪＡ祭典水戸、磯野若竹会、男塾、城里町くらしの会

 　幸の会、加藤木きくえ、市田幸子、鬼澤郁子 

　 富田孝一、杉山榮子、桐原　静、酒井文子、栗原美子、柏　和子、大越フミ、柳橋正子、檜山道子

　 島のり子、海野惠美子、浅見和子、木村豊子、大曽根玲子、大　克美、杉山宗市

　 城里町ボランティア連絡協議会

 ◆地域の部　　最優秀賞　磯野そよ風ガーデンクラブ

 　　　　　　　優秀賞　　那珂西三区

　　　　　　　　　　　　 下圷三世代交流団体

　　　　　　　　　　　　 錫高野生産クラブ

 ◆学校の部　　最優秀賞　石塚小学校

 　　　　　　　優秀賞　　常北小学校、七会小学校

城里町社会福祉大会城里町社会福祉大会第12回
城里町表彰式典
第12回

城里町表彰式典

城里町長表彰受賞者

茨城県知事表彰受賞者

茨城県社会福祉協議会長表彰受賞者

茨城県共同募金会長感謝団体

平成28年度城里町花いっぱい運動コンクール入賞団体

城里町社会福祉協議会長表彰受賞者



   平成29年１月 （４）  

社会福祉協議会重点目標　魅力あふれる地域づくり

秋
は
大
忙
し

　
石
塚
地
区
在
住
の
酒
井
文
子

さ
ん
は
、昨
年
の
10
月
28
日（
金
）、

茨
城
県
社
会
福
祉
大
会
に
お
い

て
、
永
年
に
わ
た
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
に
よ
っ
て
、
地
域
の

福
祉
に
多
大
な
る
貢
献
を
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、
茨
城
県
社
会
福

祉
協
議
会
会
長
賞
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

（
12
月
１
日
城
里
町
社
会
福
祉
大

会
に
て
伝
達
）

　
酒
井
さ
ん
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
内
容
は
「
愛
育
会
の
お
手

伝
い
」「
食
生
活
改
善
推
進
員
」

「
配
食
サ
ー
ビ
ス
の
配
達
」な
ど

で
す
。
特
に
愛
育
会
の
お
手
伝

い
と
食
生
活
改
善
推
進
員
に
お

い
て
は
、
約
30
年
間
地
域
福
祉

の
た
め
に
活
動
を
続
け
て
こ
ら

れ
ま
し
た
。

　
愛
育
会
は
、
若
い
お
母
さ
ん

へ
の
声
か
け
訪
問
、
各
種
健
康

相
談
の
受
診
推
進
、
研
修
会
開

催
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
愛
育
会
お
手
伝
い
の
き
っ

か
け
は
、
子
供
が
大
好
き
だ
っ

た
か
ら
で
す
。
一
歳
児
歯
科
健

診
の
時
に
は
、
泣
き
出
す
幼
児

の
子
守
り
の
お
手
伝
い
、
ア
ン

パ
ン
マ
ン
や
く
ま
の
プ
ー
さ
ん

の
絵
を
、
酒
井
さ
ん
自
ら
描
い

た
色
紙
に
幼
児
の
足
型
を
押
し
、

記
念
に
持
ち
帰
っ
て
頂
く
こ
と

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
色
紙
は
年
間
約
200
枚
、

酒
井
さ
ん
が
手
作
業
で
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
を
描
き
作
成
し
ま
す
。

大
変
な
手
間
が
掛
か
り
ま
す
が
、

色
紙
を
渡
す
時
の
お
母
さ
ん
達

の
笑
顔
が
嬉
し
く
て
、今
ま
で
続

け
て
こ
ら
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。

　
配
食
サ
ー
ビ
ス
へ
の
お
手
伝

い
は
、
13
年
前
、
社
会
福
祉
協

議
会
か
ら
声
を
掛
け
ら
れ
た
事

が
き
っ
か
け
で
す
。
車
の
運
転

が
で
き
な
い
の
で
、
助
手
席
に

乗
り
一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り

に
お
弁
当
を
渡
し
、
お
話
を
し

て
体
調
を
崩
し
て
い
な
い
か
、

な
ど
の
確
認
を
し
て
き
ま
す
。

「
お
弁
当
を
持
っ
て
来
ま
し
た
！
」

と
声
を
掛
け
る
と
「
ご
苦
労
様

で
す
。
い
つ
も
お
い
し
い
お
弁

当
を
有
難
う
」
そ
ん
な
言
葉
が

返
っ
て
く
る
と
、
自
然
に
心
が

癒
さ
れ
、
最
高
な
気
分
に
な
れ

る
そ
う
で
す
。

　
酒
井
さ
ん
の
趣
味
は
、
野
菜

を
作
る
こ
と
で
す
。
野
菜
に
お

い
て
も
面
倒
見
が
良
く
畑
で
は

白
菜
な
ど
が
立
派
に
育
っ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
じ
っ
と
し
て

い
る
事
が
嫌
い
で
、
時
間
が
あ

れ
ば
家
の
周
り
の
整
理
整
頓
、

除
草
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
皆
さ
ん
と
の
繋
が

り
を
大
切
に

し
て
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活

動
に
協
力
し

て
い
き
た
い
、

と
話
し
て
お

り
ま
し
た
。

　
つ
く
し
作
業
所
で
一
番
忙
し

い
季
節
は「
秋
」で
す
。

　
こ
こ
数
年
頂
い
て
い
る
受
注

作
業
は
、
翌
年
の
カ
レ
ン
ダ
ー

を
丸
め
て
袋
に
入
れ
、
宛
先
の

シ
ー
ル
を
貼
る
作
業
で
す
。
そ

の
数
約
３
千
部
。
つ
く
し
に
通

所
す
る
仲
間
た
ち
は
得
意
な
仕

事
、
不
得
意
な
仕
事
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
に
合
わ

せ
た
作
業
を
行
い
、
ま
た
、
地

域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に

も
数
日
間
手
伝
っ
て
も
ら
い
、

無
事
に
納
期
に
間
に
合
わ
せ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、ホ
ロ
ル
の
た
ま
ご（
町

民
ま
つ
り
）で
の
出
店
、よ
さ
こ

い
ソ
ー
ラ
ン
演
舞
に
も
出
演
し

ま
し
た
。
丹
精
込
め
て
育
て
た

野
菜
、
日
々
コ
ツ
コ
ツ
と
作
っ

て
き
た
品
々
の
他
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
方
々
が
心
を
込
め
て
作

っ
て
く
れ
た
素
敵
な
品
々
を
町

民
の
皆
様
に
見
て
い
た
だ
き
、

販
売
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

公
民
館
で
展
示
し
た
ホ
ロ
ル
の

ち
ぎ
り
絵
は
夏
前
か
ら
取
り
組

ん
で
き
た
力
作
で
す
。
今
は
常

北
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
１
階
に

展
示
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
是

非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
錫
高
野
で
開
か
れ
た
第
７
回

カ
カ
シ
祭
り
に
も
人
気
の
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
を
、
仲
間
た
ち
で
作

製
し
て
展
示
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
秋
の
行
事
が
終
わ
る
と
つ
く

し
の
仲
間
た
ち
は
ホ
ッ
と
一
息

で
す
。
こ
れ
か
ら
ゆ
っ
く
り
と

年
間
の
構
想
を
練
り
な
が
ら
日

々
の
作
業
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　  

（
記
）作
業
所 

「
つ
く
し
」

クリスマス会の会場で

酒井さんが作られた色紙

地
域
の
福
祉
に
貢
献
す
る

地
域
の
福
祉
に
貢
献
す
る

秋
は
大
忙
し

秋
は
大
忙
し



   平成29年１月 （６）  

社会福祉協議会重点目標　安心して暮らせる地域づくり

ファミリーサポート事業がスタートします子育て支援促進事業

　
昨
年
12
月
４
日（
日
）常
北
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
、
城
里
町

心
身
障
害
児（
者
）父
母
の
会（
以

降
父
母
の
会
）の
ク
リ
ス
マ
ス
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
父
母
の
会
は
町
内
在
住
の
障

が
い
を
持
っ
た
子
供
達
や
そ
の

父
母
達
が
、
交
流
を
持
っ
て
繋

が
り
、
情
報
交
換
や
社
会
貢
献

が
出
来
れ
ば
…
と
の
目
的
で
設

立
さ
れ
た
会
で
、
現
在
14
組
の

親
子
が
加
入
し
て
い
ま
す
。

　
会
長
の
平
賀
幸
子
さ
ん
か
ら

の「
今
年
も
親
子
で
ク
リ
ス
マ
ス

会
が
で
き
た
こ
と
が
と
て
も
嬉

し
い
で
す
。
来
年
は
も
っ
と
こ

の
会
の
事
を
町
の
皆
さ
ん
に
知

っ
て
い
た
だ
き
、
日
中
一
時
支

援
の
利
用
者
や
特
別
支
援
学
校

の
方
な
ど
も
一
緒
に
、
交
流
が

出
来
れ
ば
良
い
な
と
思
い
ま
す
」

と
の
挨
拶
で
、
ク
リ
ス
マ
ス
会

が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
・
フ
ル
ー
ツ

バ
ス
ケ
ッ
ト
な
ど
、
皆
で
一
緒

に
楽
し
め
る
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ

ン
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
さ

ら
に
美
味
し
〜
い
お
弁
当
や
お

菓
子
を
食
べ
、
一
足
早
い
ク
リ

ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
笑
顔
、

ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
を
皆
で
合

唱
し
た
り
と
、
あ
っ
と
言
う
ま

の
楽
し
い
ひ
と
と
き
で
し
た
。

　
終
始
、
参
加
し
た
皆
さ
ん
の

笑
顔
や
笑
い
声
が
絶
え
な
い
、

と
て
も
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
ク
リ

ス
マ
ス
会
で
し
た
。

　
父
母
の
会
で
は
現
在
、
ク
リ

ス
マ
ス
会
と
研
修
会
が
主
な
行

事
で
す
が
、
今
後
は
も
っ
と
会

員
を
増
や
し
、
皆
で
交
流
で
き

る
行
事
や
手
作
り
の
催
し
を
計

画
し
た
い
と
の
事
で
す
。

詳
細
は
社
会
福
祉
協
議
会
ま
で

　
　
０
２
９
―

２
８
８
―

７
０
１
３

城
里
町
心
身
障
害
児（
者
）父
母
の
会

城
里
町
心
身
障
害
児（
者
）父
母
の
会

私
達
を
知
っ
て
下
さ
い

私
達
を
知
っ
て
下
さ
い

みんなでフルーツバスケット

お昼を頂きましょう　メリークリスマス

とても楽しい一日でした♪

・子育ての手助けをしてほしい方（利用会員）と子育て支援をしたい方（協力会
　員）がお互いに助け合う会員組織です。
・お子さんの一時預かりや産後のお手伝いなどを行います。

この事業は城里町にお住まいの方が子育てしやすい環境を促進する事業です。

ファミリーサポート事業がスタートします
平成29年度より

子育て支援促進事業

■おおむね１歳以上から小学校６年生までのお子さんを持つ方
　（城里町在住）

■子育て支援に興味がある方（城里町在住）
■地域のために活動できる方
■子ども好きで心身ともに健康な方

利　用　会　員 協　力　会　員

たとえば、こんな時
・保育園・幼稚園のお迎えに間に合わない。
・冠婚葬祭や記念日に子どもを預けたい。
・第２子出産。上の子の面倒をみてほしい。
・急な学級閉鎖。子どもは元気一杯。仕事は休めないどうしよう。
・自分の体調がすぐれない。半日だけ子どもを預けたい。

・子育ての経験を活かしたい。
・若い親御さんたちの力になりたい。
・地域の活動で誰かの役に立ちたい。
※子育て支援の講習を受講して頂きます。

ってなあに？
通称

入会説明を受け
ます。
利用会員は登録
が必要になりま
す。

協力会員さんと
子どもの様子、
活動時の注意事
項などの打合せ
をします。

活動利用料は、
後日請求となり
ます。

　詳細につきまして
は決定次第お知らせ
します。

お子さんを預か
る活動を行いま
す。時間数によ
って料金が変わ
ります。



平成29年１月    （５）

広報紙「かざぐるま」は、赤い羽根共同募金配分金で、年４回発行しています。

城
里
町
民
ま
つ
り
盛
大
に
開
催

ホ
ロ
ル
の
た
ま
ご
・
公
民
館
美
術
展

し
ろ
さ
と

阿
波
山
上
神
社

　
毎
年
恒
例
の
町
民
ま
つ
り
が
、

昨
年
11
月
19
日（
土
）・
20
日（
日
）

に
常
北
運
動
公
園
で
午
前
10
時

か
ら
午
後
４
時
ま
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
19
日
は
小
雨
で
足
元

の
悪
い
中
、
傘
を
さ
し
た
親
子

連
れ
な
ど
多
数
参
加
し
て
い
ま

し
た
。
20
日
は
好
天
に
恵
ま
れ
、

出
店
も
多
く
沢
山
の
人
で
賑
わ

っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
広
場
に

設
け
ら
れ
た
ス
テ
ー
ジ
で
は
、

人
気
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
シ
ョ
ー
、

　
　
　
　
　
　
　
　
太
鼓
や
ジ

　
　
　
　
　
　
　
　
ャ
ズ
バ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
ド
な
ど
多

彩
な
催
し
物
が
行
わ
れ
て
い
ま

し
た
。

　
ま
た
地
元
高
校
の
ボ
ク
シ
ン

グ
部
の
生
徒
が
共
同
募
金
活
動

を
行
い
ま
し
た
。

　
い
っ
ぽ
う
常
北
公
民
館
で
は

美
術
展
が
開
か
れ
、
石
塚
小
学

校
を
は
じ
め
31
団
体
、
５
つ
の

公
民
館
講
座
の
方
々
ま
た
個
人

に
よ
る
見
事
な
作
品
が
、
所
狭

し
と
ば
か
り
に
展
示
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　
昨
年
11
月
20
日（
日
）、
10
時

30
分
よ
り
桂
地
区
錫
高
野
に
お

い
て
、「
第
７
回
錫
高
野
い
も
煮

会
・
カ
カ
シ
祭
り
」が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
祭
り
は
、
地
域
住
民
の

交
流
を
図
る
事
を
目
的
と
し
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。
約
100
人
の

地
元
の
方
々
が
参
加
し
、
会
場

に
は
44
点
の
案
山
子
や
オ
ブ
ジ

ェ
の
力
作
が
並
ん
で
い
ま
し
た
。

芋
煮
の
他
に
餅
つ
き
も
行
わ
れ
、

き
な
粉
餅
や
あ
ん
こ
餅
、
焼
き

そ
ば
、
お
や
き
、
焼
き
芋
な
ど

も
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
区
長
さ
ん
自
ら
募
金

活
動
を
行
い
、
城
里
町
社
会
福

祉
協
議
会
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

　
古
代
よ
り
桂
地
方
に
は
石
船
神

社
と
阿
波
山
上
神
社
の
２
つ
の
神

社
が
祀
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の

１
つ
阿
波
山
上
神
社
は
、
那
珂
川

と
旧
那
珂
川
跡
の
沖
積
地
に
は
さ

ま
れ
た
低
台
地
で
現
在
の
桂
中
学

校
の
西
側
、
国
道
123
号
線
と
の
間

に
あ
り
祭
神
は
少
彦
名
命
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
現
在
は
ア
ワ
サ
ン

シ
ョ
ウ
神
社
と
よ
ん
で
い
ま
す
が
、

ア
ワ
ヤ
マ
ノ
カ
ミ
な
ど
と
も
よ
ば

れ
て
い
ま
し
た
。
境
内
に
神
様
が

降
臨
し
た
と
い
う
幹
周
6.2
　
・
樹

高
約
25
�
の
壱
杉「
降
子
の
大
杉
」

が
あ
り
ま
し
た
が
、
昭
和
40
年
の

落
雷
に
よ
り
焼
失
し
ま
し
た
。
現

在
の
住
所
の
呼
び
名
は
ア
ワ
ヤ
マ

で
あ
り
こ
の
阿
波
山
が
使
わ
れ
て

い
ま
す
。
　
　（
桂
村
史
に
よ
る
）

魔法つかいプリキュア！ショー

太鼓連（上）
よさこい（縁結　同心曾）（左上）
にぎわう会場（左下）

餅つきをする錫高野地区の皆さん

桂
地
区
錫
高
野

地元高校生による共同募金活動

常北女性会の皆さんの生け花 常北幼稚園の園児の書

畑作体験教室の野菜畑作体験教室の野菜

つるし雛
石塚小学校の児童

の作品

城
里
町
民
ま
つ
り
盛
大
に
開
催

城
里
町
民
ま
つ
り
盛
大
に
開
催

ホ
ロ
ル
の
た
ま
ご
・
公
民
館
美
術
展

ホ
ロ
ル
の
た
ま
ご
・
公
民
館
美
術
展

し
ろ
さ
と

阿
波
山
上
神
社

メー
トル

メー
トル

阿波山上神社

サ
ガ
リ
コ

オ
オ
ス
ギ

イ
ワ
フ
ネ

ス
ク
ナ
ヒ
コ
ナ
ノ
ミ
コ
ト

サ
ン
シ
ョ
ウ
ジ
ン
ジ
ャ

ア

ワ

サ
ン
シ
ョ
ウ
ジ
ン
ジ
ャ

ア

ワ
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社会福祉協議会重点目標　人がつながる地域づくり

気軽におでかけ！ 　 　　　

ふれあいタクシー
町内の自宅や指定　　　　　　　　

場所より目的地ま　　　　　　　　

で乗合にて送迎。　　　　　　　　

平日午前８時便から午後４時便まで
土・日、祝日、年末年始は運休。　

平日午前８時３０分から午後５時まで
土・日、祝日、お盆、年末年始は運休。

水戸医療センター、水戸赤十字病院、
県立中央病院、水戸済生会総合病院等。

町内のスーパーマーケットや病院、
ホロルの湯、銀行、郵便局等。　　

要予約制　　　　　　　　　　　　

事前に利用登録を行い、利用時間の

30分前までに電話予約を行う。　　
利用登録先　城里町社会福祉協議会

（電話登録可）  　０２９－２８８－７０１３　

　予約受付先　  　０２９－２４０－６０００

１乗車につき　３００円　　　　　

※減免者（障害者手帳所持者、要介護

　者、介助者１名まで）は１５０円

要登録。　　　　　　　　　　

利用料金　３０分未満　　　４００円

　　　　　３０分から６０分　８００円

　　　　　３０分ごとに　４００円増

利用料金は、利用券にて支払い。　

利用券は１冊１０枚綴り　４,０００円

ガソリン代　１ｋｍ　１０円　 　　

有料道路、有料駐車場料金は実費。

※ご利用方法により、料金が異なり

　ますのでご相談ください。　　　

城里町民　　　　　　　　

町内に在住する身体の不自由な方及

び身体障害等で外出が困難な方に対

する移送サービス。　　　　　　　

自宅の玄関口まで　　　　　　　　

来てくれるので、　　　　　　　　

助かります。　　　　　　　　　　

一人暮らしで高齢になり足腰も悪く

なった為に、病院の受診が困難にな

り本当に有りがたいです。　　　　

　　　　　　　 常北地区　７人乗り
　　　　　　　 桂地区　　７人乗り
　　　　　　　 七会地区　３人乗り
　　　　　　　　　　の３台を用意。

　　　　　　　　　　　リフトカー
　　　　　　　　　　　と４人乗り
　　　　　　　　　　　のセダンの
　　　　　　　　　　　２台を用意。

社協にて申請をし、面談後に利用会

員登録を行う。利用希望日は１週間
前までに電話予約を行う。　　　　

　　　  　　　０２９－２８８－７０１３

※車輌に限りがある為、ご希望に沿

　えない場合もあり。　　　　　　

城里町民で介護保険区分要支援、要

介護認定者または障害者手帳をお持

ちの方。　　　　　　　　　　　　

城里町内

医療機関（町内外の病院）　　　　

公共機関（銀行・役所等）　　　　

お困りの方はどうぞご相談ください。

福祉有償移送サービス

特　徴

ご利用できる方

利用者の感想

車　輌

ご利用時間

利用できる　
範囲・行き先

よく利用する
　　　行き先

ご利用方法

料　金

ご存知ですか？ふれあいタクシー・福祉有償移送サービス

【お問い合わせ】　城里町社会福祉協議会　　０２９－２８８－７０１３



   平成29年１月 （８）  

社会福祉協議会重点目標　魅力あふれる地域づくり

編

集

後

記
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お
二
人
は
、
息
子
さ
ん
ご
夫

婦
と
の
４
人
家
族
で
す
。

　
趣
味
は
読
書
と
パ
ソ
コ
ン
で

す
。
２
年
前
ま
で
は
阿
波
山
二

区
の
長
寿
会
の
会
長
を
し
て
い

ま
し
た
。
会
の
資
料
は
尚
仁
さ

ん
が
作
成
を
し
て
い
ま
し
た
。

　「
幸
先
を
読
む
」「
目
標
を
見

つ
け
る
」「
頑
張
る
」尚
仁
さ
ん

の
３
つ
の
信
条
で
す
。

　
昭
和
28
年
、
茨
城
鉄
道
が
運

行
を
し
て
い
た
当
初
、
尚
仁
さ

ん
は
駅
員
を
し
て
い
ま
し
た
。

改
札
口
で
毎
日
顔
を
会
わ
せ
る

八
重
子
さ
ん
に
、
本
に
挟
ん
で

渡
し
た
１
通
の
手
紙
が
二
人
の

出
会
い
と
な
り
ま
し
た
。

　
八
重
子
さ
ん
は
、
昭
和
34
年

に
自
宅
を
改
築
し
、
文
房
具
店

を
始
め
ま
し
た
。
仕
入
れ
か
ら
、

販
売
経
理
迄
90
歳
の
今
で
も
一

人
で
や
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
一
度
の
い
さ
か
い
も
な
く
長

い
年
月
を
過
ご
し
て
来
ら
れ
ま

し
た
。
毎
週
日
曜
日
に
は
尚
仁

さ
ん
の
車
で
外
出
、
ラ
ン
チ
を

楽
し
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。
い

つ
迄
も
お
幸
せ
に
！

　
明
け
ま
し
て
お
目
出
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
新
た
な
年
を
迎
え

気
持
ち
も
新
た
に
出
発
さ
れ
た

こ
と
と
思
い
ま
す
。
で
も
、
近

年
、
お
正
月
の
華
や
か
さ
が
あ

ま
り
感
じ
ら
れ
な
く
な
り
ま
し

た
ね
。
玄
関
へ
の
飾
り
つ
け
や

和
服
姿
の
女
性
も
あ
ま
り
見
か

け
な
く
な
り
ま
し
た
。
和
服
の

復
活
を
目
指
し
て
私
も
、
と
も

…
。
と
も
あ
れ
新
し
い
年
の
始

ま
り
で
す
。
今
年
も
「
か
ざ
ぐ

る
ま
」
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

　
し
づ
え
さ
ん
は
一
人
暮
ら
し

で
す
が
明
る
く
若
々
し
い
方
で

す
。
友
達
も
多
く
料
理
が
上
手

な
の
で
沢
山
作
り
、
友
達
に
配

っ
た
り
、
家
に
呼
ん
で
ご
馳
走

を
し
た
り
し
て
、
喜
ば
れ
て
い

ま
す
。
又
趣
味
で
カ
ラ
オ
ケ
会

で
歌
っ
た
り
お
話
を
し
た
り
毎

日
楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　
３
人
の
子
供
さ
ん
達
も
警
察

官
と
な
り
、
独
立
し
て
い
ま
す
。

亡
く
な
ら
れ
た
ご
主
人
は
警
察

官
と
し
て
功
績
を
認
め
ら
れ
、

勲
章
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
勲
章
伝
達
式
に
は
ご
夫
婦
で

皇
居
に
参
内
し
、
感
無
量
で
し

た
と
話
さ
れ
、
部
屋
に
は
ご
主

人
の
勲
章
と
写
真
が
飾
ら
れ
て

あ
り
ま
す
。
家
の
お
掃
除
は
お

嫁
さ
ん
が
し
て
く
れ
ま
す
。

　
人
柄
の
良
い
し
づ
え
さ
ん
は

仲
人
を
10
組
も
さ
れ
て
、
皆
さ

ん
幸
せ
で
「
子
供
さ
ん
や
お
孫

さ
ん
の
話
を
し
て
く
れ
る
の
で

と
て
も
嬉
し
い
」
と
話
さ
れ
て

お
り
ま
し
た
。

　
や
さ
し
い
お
嫁
さ
ん
や
娘
さ

ん
に
囲
ま
れ
、
お
元
気
で
お
幸

せ
に
お
過
ご
し
下
さ
い
。
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●
表
紙

●
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

●
酉
年
の
豆
知
識

●
社
会
福
祉
大
会

●
き
ら
っ
と
生
き
る

●
秋
は
大
忙
し

●
ホ
ロ
ル
の
た
ま
ご

●
い
も
煮
会
・
カ
カ
シ
祭
り

●
し
ろ
さ
と

●
私
達
を
知
っ
て
下
さ
い

●
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

●
ふ
れ
あ
い
タ
ク
シ
ー
・
福
祉
有
償
移
送
サ
ー
ビ
ス

●
わ
が
町
の
さ
わ
や
か
元
気
さ
ん

●
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

　
募
集
し
て
い
ま
す

●
目
次
・
編
集
後
記 目

　
　
次

徳
宿
　
尚
仁 

さ
ん  

92
歳

　
　
八
重
子 

さ
ん  

90
歳

阿波山

青
木
し
づ
え 
さ
ん  

88
歳

石　塚

たとえば …… 地域の活動で誰かの役に立ちたい！私たちにもお手伝いできることがあるかな？
　　　　　　  興味のある方はお問い合わせ下さい。※福祉移送は講習を受講して頂きます。

 ・食事の支度や生活必需品の
　 買い物
 ・衣類の洗濯や住居の清掃等

＊活動内容＊

 ・通院や外出時の
　 送迎等

＊家事支援サービス＊家事支援サービス ＊福祉有償移送サービス＊福祉有償移送サービス

城里町社会福祉協議会
　０２９－２８８－７０１３お問い合わせ

し
ょ
う
じ
ん


